
熊本県立大学生命倫理審査委員会規程 

 

（趣旨） 

第１条 熊本県立大学における研究に係る生命倫理に関する指針(以下「指針」という。) ３（２）の規定及び

熊本県立大学学則第１４条第２項の規定に基づき、熊本県立大学生命倫理審査委員会（以下「委員会」という。）

の組織及び運営について定める。 

（任務） 

第２条 委員会は、指針の適正な運用を図るとともに、研究責任者から申請があった研究計画書又は研究実施状

況報告について調査審査し、必要に応じて助言指導する。 

（組織） 

第３条 委員会は次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）環境共生学部の教員     ３名 

（２）文学部の教員        １名 

（３）総合管理学部の教員  １名 

（４）学外者で一般の意見を述べることができる者  ２名以上 

（５）事務局総務課長 

２ 前項の委員は、男女両性で構成されるものとする。 

３ 第１項第１号から第３号までに規定する委員は、各教授会の推薦に基づき学長が任命する。 

（任期） 

第４条 前条第１項第１号から第４号の委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合は、これを補充しその任期は前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選によりこれを定め、副委員長は、委員の中から委員長が指名する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長が不在、事故又は委員長自らが研究責任者であること等を理由として、

その職務を適切に遂行することができないときは、委員長の職務を代行する。 

４ 委員長、副委員長の任期は１年とし、再任を妨げない。 

（会議） 

第６条 委員長は委員会を招集し、議長となる。 

２ 委員会は、委員長もしくは副委員長を含む３分の２以上の委員が出席し、かつ第３条第１項第１号のうち２

名以上、第２号及び第３号のうち１名以上、第４号のうち１名以上の出席がなければ、会議を開くことができ

ない。 

３ 前項の場合において、委員会に付議される事項につき書面をもってあらかじめ意思を表示した委員は、出席

者とみなす。 

４ 委員会が必要と認める場合は、研究責任者等に会議への出席を求め、審査事項について説明又は意見を聴く

ことができる。 

５ 委員が審査の対象となる研究の実施に携わる研究責任者である場合は、その委員は審査及び意見の決定に同

席することはできない。 

６ 委員長が審査の対象となる研究の実施に携わる研究責任者である場合は、第５条第３項により、副委員長が

議長となる 

（申請） 



第７条 審査を申請しようとする研究責任者は、指針４(１)に定める申請書類及び詳細を記載した計画書を作

成し、委員長へ申請しなければならない。 

２ 委員長は、前項の申請があった時は、速やかに委員会に諮るものとする。 

（審査） 

第８条 委員会は、研究責任者から申請された研究計画の内容を、次の各号に掲げる事項に留意して、審査を行

うものとする。 

(１)研究の対象となるもの(以下「研究対象者という)の人権の擁護のための配慮 

(２)研究対象者(必要のある場合はその家族等を含む)に理解を求め、同意を得る方法 

(３)研究によって生ずる研究対象者への不利益及び危険性 

(４)研究の教育、学術及び社会への貢献度 

(５)個人情報の保護の徹底 

（書面審査） 

第９条 委員会で審査する事項のうち、次の各号に該当する事項は、書類送付による審査(以下「書面審査」とい

う)を行うことができる。 

(１)第１１条第２項に基づく判定のうち、判定の結果が継続審査であった場合で、研究審査結果通知書に委員会

から付された意見への回答のみ再審査する場合 

(２)第８条第１項に基づく審査事項について、申請内容を事前に全委員が確認した結果を受けて、委員長が、倫

理的問題が含まれていないと判断した場合 

(３)社会情勢（自然災害、疫病等）により、対面式の委員会開催が困難であると学長が判断した場合  

２ 書面により会議を開催する場合は、付議された事項につき書面をもって意見を表示したものを出席者とする。 

（迅速審査） 

第１０条 委員会で審査する事項のうち、次の各号に該当すると委員長が認める場合は、会議に寄らず、委員長

もしくは副委員長による審査(以下「迅速審査」という)を行うことができる。 

(１)既に委員会において承認されている研究計画の軽微な変更に係る審査 

(２)既に委員会において承認されている研究計画に準じて類型化された研究計画に係る審査 

(３)多機関共同研究であって、既に主たる研究機関において倫理審査に係る委員会等の審査を受け、その実施に

ついて適当である旨の意見を得ている場合 

(４)研究対象者に対して最小限の危険(日常生活及び日常的な医学的検査で被る身体的、心理的、社会的危害の

可能性の限度を超えない危険であって、社会的に許容される種類のものをいう)を超える危険を含まない、か

つ倫理的に問題が含まれていない研究計画に係る審査 

２ 迅速審査の結果は委員会の意見として取り扱うものとし、当該審査結果は全ての委員に報告されなければな

らない。 

（審査の判定） 

第１１条 委員会の審査の判定は、原則として出席委員全員の合意によるものとする。ただし、委員長が全員の

合意によることが困難であると判断した場合は、出席委員の３分の２以上の賛成があった場合に限り、多数の

意見によることができる。 

２ 前項の判定は、次の各号に掲げる区分によるものとする。 

(１)承認 

(２)継続審査 

(３)再提出勧告 

(４)不承認 



(５)非該当 

（判定の通知） 

第１２条 委員長は、委員会後遅滞なく、委員会の判定結果を、指針５(１)に定める研究審査結果通知書により

研究責任者に報告しなければならない。 

２ 研究責任者は、審査結果が継続審査となった場合は、研究審査結果通知書に委員会から付された意見への回

答等を委員長に提出し、審査を受けなければならない。 

（再審査） 

第１３条 研究責任者は、審査の判定結果に対し異議がある場合は、１回に限り、研究審査結果通知書を受理し

た日の翌日から起算して２週間以内に再審査を請求することができる。 

２ 再審査の請求は、指針６（２）に定める研究再審査申請書により委員長に提出しなければならない。 

３ 委員長は速やかに委員会を開催し、再審査を終了したときは、指針５に定める研究審査結果通知書を作成し、

研究責任者に報告するものとする。 

（研究計画の変更） 

第１４条 研究責任者が承認された研究計画を変更しようとするときは、指針８に定める研究変更審査申請書を

委員長に提出しなければならない。 

２ 委員長が審査の必要があると認めるときは、委員会に諮るものとする。 

（研究終了又は中止の報告） 

第１５条 研究責任者は、研究が終了した場合は、指針９に定める研究終了（中止）報告書を遅滞なく学長及び

委員長に提出しなければならない。 

（審査記録の保存及び公開） 

第１６条 事務局は、委員会の審査過程及び審査結果を記した議事録を作成し、それに伴う関連資料等とともに、

同局にて１０年間保管する。 

２ 委員会が必要と認めるときは、研究責任者等の同意を得たうえで、審査過程及び審査結果を公開することが

できる。 

（守秘義務） 

第１７条 委員会の委員及びその事務に従事する者は、職務上知り得た情報を正当な理由なく漏らしてはならな

い。その業務に従事しなくなった後も同様とする。 

（事務局） 

第１８条 委員会の事務局は、地域・研究連携センターに置き、事務処理を行う。 

（雑則） 

第１９条 この規程に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、委員会において別に定める。 

 

附 則 

この規程は、平成１６年７月２日から施行する。 

附 則(平成１８年４月１日熊県大規程第２７号) 

この規程は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則(平成２３年１２月２８日熊県大規程第４号) 

この規程は、平成２３年１２月２８日から施行する。ただし、第３条の規定は平成２４年４月１日から施行する。 

附 則(平成２６年４月１日熊県大規程第２号) 

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則(平成２８年４月１日熊県大規程第１号) 



この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則(平成３１年３月２９日熊県大規程第４３号) 

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則(令和２年３月３１日熊県大規程第４９号) 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則(令和３年３月３１日熊県大規程第４７号) 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則(令和４年１月７日熊県大規程第４６号) 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則(令和４年３月２２日熊県大規程第５７号) 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

 


